
反
転
語
「
素
因
」・「
因
素
」
に
つ
い
て

―
―
語
彙
史
を
中
心
に

鄒

文

君

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
漢
語
「
素
因
」
と
「
因
素
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。「
素

因
」
と
「
因
素
」
は
字
音
形
態
素
が
同
じ
で
字
順
が
相
反
す
る
漢
語
語
彙
で
あ

る
（
以
下
、「
反
（
１
）

転
語
」
と
す
る
）。
現
代
で
は
日
本
語
の
語
彙
と
し
て
「
素
因
」

が
、
中
国
語
の
語
彙
と
し
て
「
因
素
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

逆
に
、
現
代
中
国
語
で
は
「
素
因
」
が
、
現
代
日
本
語
で
は
「
因
素
」
が
通
用

し
な
い
と
い
う
現
象
が
あ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
中
国
と
日

本
の
古
典
に
お
い
て
は
両
者
と
も
出
典
は
な
く
、
近
代
に
造
出
さ
れ
た
語
彙
だ

ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、「
因
素
」
の
用
例
が
二
〇
世
紀
以
降
の
も

の
が
多
い
の
に
対
し
、「
素
因
」
は
一
九
世
紀
中
期
江
戸
末
期
の
用
例
「
プ
ロ

ム
ト
ン
（
地
名
）
の
大
病
院
に
て
は
、
少
壮
の
人
肺
労
の
素
因
あ
る
者
に
之
を

常
服
せ
し
め
て
、
其
病
の
発
生
を
防
ぐ
と
云
（
２
）

へ
り
」
が
あ
り
、
比
較
的
早
く
登

場
し
て
い
る
。
ま
た
、「
素
因
」
の
早
期
の
用
例
は
医
学
関
係
で
あ
り
、「
あ
る

病
気
に
対
し
て
か
か
り
や
す
い
素
質
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
（
３
）

い
る
。
他

に
、
文
字
通
り
「
も
と
と
な
る
原
因
」
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、

載
せ
ら
れ
た
用
例
は
比
較
的
晩
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。「
病
気
に
か
か
り
や

す
い
素
質
」
と
い
う
具
体
的
に
制
限
さ
れ
た
意
味
用
法
よ
り
も
、
文
字
通
り
の

「
も
と
と
な
る
原
因
」
の
意
味
用
法
の
ほ
う
が
晩
い
の
は
い
か
に
も
不
思
議
で

あ
る
。

一
方
、「
因
素
」
は
「
素
因
」
の
「
根
本
的
な
原
因
」
と
い
う
意
味
に
近
い

「
物
事
の
発
展
の
決
定
的
原
因
、
条
件
」
と
い
う
意
味
を
表
す
こ
と
が
で
き
、

両
語
の
間
で
意
味
上
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、「
素
因
」
に
は
見

え
な
い
「
物
事
の
構
成
要
素
、
条
件
」
と
い
う
意
味
を
示
す
こ
と
も
で
き
る
。

前
記
で
言
及
さ
れ
た
素
因
の
「
病
気
に
か
か
り
や
す
い
素
質
」
と
い
う
意
味
を

含
め
、
両
者
の
意
味
機
能
は
完
全
に
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、「
素
因
」「
因
素
」
と
い
う
よ
う
な
反
転
語
は
日
中
両
言
語
に
多
数
存

在
し
、
問
題
視
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
反
転
語
に
は
、「
平
和
・
和
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平
／
和
平
・
平
和
」
の
よ
う
に
両
言
語
に
お
い
て
反
転
語
の
二
種
類
と
も
に
使

わ
れ
て
い
る
も
の
と
、「
歓
喜
／
喜
欢
・
欢
喜
」、「
運
命
・
命
運
／
命
运
」
の

よ
う
に
一
方
の
言
語
で
は
両
方
と
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
他
方
の
言
語
で
は
片

方
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
と
違
い
、「
素
因
」「
因
素
」

は
そ
れ
ぞ
れ
片
方
の
言
語
に
し
か
現
れ
な
い
。
こ
れ
と
同
種
類
の
反
転
語
に
は
、

他
に
「
制
限
」「
限
制
」
や
「
詐
欺
」「
欺
詐
」
な
ど
が
あ
る
。

張
巍
（
二
〇
一
〇
）
で
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
同
素
逆
序
�
字
词
」
に
対

す
る
意
味
用
法
別
の
分
類
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
現
代
中
国
語
で
そ
れ
ら
の
語
彙

に
相
応
す
る
も
の
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
テ
ー
マ
と
す
る「
素

因
」「
因
素
」
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
単
純
な
意
味
上
の
分
類
で
あ
り
、

語
源
や
語
構
成
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
も
の

も
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
馬
雲
（
二
〇
一
四
）
で
は
、「
素
因
」
と
「
因
素
」

に
お
け
る
意
味
が
部
分
重
複
で
、
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ず
れ
が
生
じ
る
原
因
、
字
順
の
逆
転
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
論
述
さ
れ
て

い
な
い
。

従
来
の
考
察
に
お
い
て
は
、「
素
因
」
が
日
本
で
造
語
さ
れ
、
そ
の
後
中
国

に
移
入
さ
れ
、
何
ら
か
の
理
由
で
字
順
が
反
転
し
て
「
因
素
」
に
な
っ
た
と
い

う
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
、「
因
素
」
が
日
本
側
の
資
料
に

も
存
在
し
て
い
た
証
拠
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
に
お
け
る
造
語
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
再
考
察
す
べ

き
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
資
料
分
析
の
方
法
と
し
て
、「
素
因
」
と
「
因
素
」

に
対
し
て
、
語
源
、
語
構
成
、
意
味
機
能
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
推
移
な
ど
を
詳

し
く
考
察
し
、
反
転
語
「
素
因
」「
因
素
」
に
お
け
る
不
明
な
点
を
徹
底
的
に

解
明
し
た
い
。

二
、「
素
因
」
の
造
語
と
受
容

二
・
一
「
素
因
」
の
語
源

前
掲
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
お
い
て
、「
素
因
」
の
比
較
的
早
い
用
例
と

し
て
『
七
新
薬
』
に
お
け
る
用
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
肺
労
の
素
因

あ
る
者
」
に
「
肝
油
」
と
い
う
新
薬
を
常
服
さ
せ
る
と
肺
労
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。「
素
因
」
が
司
馬
氏
に
よ
る
造
語
で
あ
る
可
能
性
も
考

慮
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
『
七
新
薬
』
以
前
に
既
に
存
在
し

た
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
。
作
成
年
代
が
一
八
五
七
年
と
さ
れ
る
『
扶
氏
経
験
遺

訓
』
に
お
い
て
、「
素
因
」
と
い
う
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。「
扶
氏
」
と
は
、

ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
扶
歇
蘭
度
（
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
、C.

W
.

H
ufeland

一
七
六
二
―
一
八
三
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
扶
氏
経
験
遺
訓
』

は
、
緒
方
洪
庵
（
一
八
一
〇
―
一
八
六
三
）
が
扶
氏
の
原
作
『Enchiridion

m
edicum

oderA
nleitung

zurm
edicinischen

Praxis

』（『
医
学
必
携
』）

の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
（「Enchiridion

m
edicum

:
H
andleiding

tot
de

geneeskundige
praktijk

」）
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡
非
常
ニ
刺
衝
シ
テ
運
営
ノ
偏
倚
ヲ
起
ス
者
ハ
皆
熱
病
ノ
誘
因
ト
ナ
ル
。
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寒
暖
變
革
、
膓
胃
汚
物
、
天
行
毒
、
傳
染
毒
等
其
最
ナ
ル
者
ナ
リ
。
而
素

因
ハ
特
ニ
血
管
系
ニ
在
テ
神
經
系
ニ
拘
ラ
ス

故
ニ
依
ト
昆
垤
兒
歇
以
私

的
里
家
ノ
如
キ
ハ
神
經
系
病
弱
ナ
レ
ト
モ
急
性
熱
ニ
罹
ル
コ
ト
少
ナ
シ

（『
扶
氏
経
験
遺
訓

巻
一
』

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊
）

上
記
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
け
る
「
急
性
熱
病
」
の
病
因
に
つ
い
て
の

段
落
で
あ
る
。「
寒
暖
變
革
」
や
「
傳
染
毒
」
な
ど
の
「
誘
因
」
に
対
し
て
、「
神

経
系
病
弱
」
と
い
う
「
素
因
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け
る
「
素

因
」
と
は
、
気
温
変
化
や
伝
染
病
な
ど
外
部
か
ら
の
直
接
な
原
因
（
誘
因
）
に

対
す
る
内
部
的
な
原
因
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
語
原
文
と
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
の
同
じ
段
落
を
対
照
し
て
み
る

と
、「
素
因
」
が
ド
イ
ツ
語
「D

isposition
」
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語

「voorbeschiktheid

」
で
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
世
紀
前
期
、

蘭
学
が
盛
ん
で
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
自
体
も
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
か
ら
訳
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、「
素
因
」
の
意
味
が
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
念
も
あ
る
。

D
ie
V
eranlassungen

konnen
aufserstm

annigfalting
sein.A

lles,

w
as

einen
betrachtlichen

Reiz
oder

aufgehobenes

Gleichgew
icht

im
O
rganism

us
erregen

kann,
kann

Fieber

erregen,am
haufigsten

W
echselder

T
em
peratur,gastrische

A
nhaufungen,epidem

ischer
und
kontagioser

Einflufs.A
uch
ist

eine
gew
isse

D
isposition

unverkennbar.
Sie

liegt
m
ehrim

irritabeln
als
im
sensibeln

System
,
denn

nervenschw
ache,

hypochondrische,
hysterische

M
enschen

sind
w
eit
w
eniger

den
akuten

Fiebern
unterw

orfen
alsandere.

（「Enchiridion
m
edicum

oderA
nleitung

zurm
edicinischen

Praxis

」

1837

）

D
e
aanleidingen

kunnen
hoogst

m
enigvuldig

zijn.A
lles,w

at

eenen
aanm

erkelijken
prikkelofverstoring

van
het
evenw

igt

in
de
bew
erktuiging

kan
te
w
eeg

brengen,
kan

koorts

verw
ekken,

het
m
enigvuldigst,

afw
isseling

van
de

tem
peratuur,

gastrische
onzuiverheden,

epidem
ische

en

besm
ettelijke

invloeden.O
ok
is
hetduidlijk,dater

eene
zekere

voorbeschiktheid
bestaat.

Zij
ligt

m
eer

in
het

stelsel
der

prikkelbaarheid,
dan

in
dat

der
gevoeligheid;

w
ant

zenuw
zw
akke,

hypochondrische,
hysterische

m
enschen

zijn

veelm
inderaan

heete
koortsen

onderhevig,dan
andere.

（「Enchiridion
m
edicum

:H
andleiding

totde
geneeskundige

praktijk

」

1841

）

さ
ら
に
、『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
他
の
「
素
因
」
が
現
れ
た
と
こ
ろ

を
見
る
と
、
こ
こ
で
は
、「
僂
麻
質
」
と
「
神
経
錯
亂
」
の
「
素
因
」
に
つ
い
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て
の
段
落
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

而
素
因
ハ
温
被
過
度

密
室
ノ
生
業
閉
蟄
シ
テ
外
気
ニ
觸
レ
ス
逸
居
シ
テ

肢
體
ヲ
動
サ
ス
或
全
軀
若
ク
ハ
一
部
ノ
衰
弱
寒
粘
液
質
禀
賦
等
ナ
リ
。
然

ト
モ
此
病
ハ
素
因
ナ
キ
モ
能
發
ス
ル

（『
扶
氏
経
験
遺
訓

巻
六
』

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊
）

D
e
voorbeschikkende

oorzaken
zijn:te

sterk
w
arm

houden,

w
aardoor

de
gevoeligheid

der
huid

ziekelijk
verhoogd

w
ordt,

ontw
enning

van
de
lucht,

het
leven

in
beslotene

kam
ers,

gebrek
aan
bew
eging,algem

eene
ofplaatselijke

zw
akte,koud,

slijm
achtig,lym

phatisch,phlegm
atisch

gestel.

M
aar

ook
zonder

eenige
voorbeschiktheid

kan

rheum
atism

usontstaan

…

（「Enchiridion
m
edicum

:H
andleiding

totde
geneeskundige

praktijk

」

1841

）

素
因
亦
數
般
ア
リ
知
サ
ル
可
ラ
ス
〔
第
一
〕
遺
傳

父
母
之
ヲ
児
ニ
譲
リ

児
亦
孫
ニ
傳
ヘ
テ
一
血
属
ノ
固
有
病
ト
ナ
レ
ル
者
常
ニ
多
ク
實
験
ス
ル
所

ナ
リ

（『
扶
氏
経
験
遺
訓

巻
八
』

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊
）

Bijzondere
opm
erkzaam

heid
verdientde

aanleg(voorbeschikkende

oorzaak)der
zielsziekten.D

aartoe
behoortbovenalde

erfelijkheid.

H
etis,helaas!door

de
ondervinding

genoegzaam
bevestigd,datde

aanleg
van
de
ouders

op
de
kinderen

kan
overgaan

en
aldus

in
de

fam
ilie
eigen

w
orden.

（「Enchiridion
m
edicum

:H
andleiding

totde
geneeskundige

praktijk

」

1841

）

上
記
に
よ
っ
て
、「
素
因
」
で
訳
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の

訳
文
で
は
「voorbeschikkende

oorzaak

」と「voorbeschiktheid

」
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。「voorbeschiktheid

」が
名
詞
で
、「voorbeschikkende

」

が
動
詞
「voorbeschikken

」
の
過
去
形
で
あ
り
、「
原
因
」
の
意
味
を
表
す

「oorzaak

」
の
前
に
付
く
と
、「voorbeschiktheid

」
と
同
義
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
お
い
て
は
、「
素
因
」
が
オ

ラ
ン
ダ
語
「voorbeschikkende

oorzaak

」
と
「voorbeschiktheid

」
に

対
す
る
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、「
素
因
」
の
一
つ
と
し

て
「erfelijkheid

」
に
「
遺
伝
」
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
っ

た
。次

に
、
同
時
期
の
蘭
和
辞
書
『
波
留
麻
和
解
』（
江
戸
ハ
ル
マ
）
と
『
道
訳
法

児
馬
』（
長
崎
ハ
ル
マ
）で
調
査
し
て
み
る
。
両
辞
書
と
も「voorbeschiktheid

」

の
項
目
が
無
か
っ
た
が
、
関
連
語
彙
に
動
詞
の
「voorbeschikken

」
と
名

詞
の
「voorbeschikking

」
が
あ
り
、
長
崎
ハ
ル
マ
に
は
「
前
以
て
の
世
話
、
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過
去
の
因
縁
」
と
い
う
意
味
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

V
oorbeschikken.

常
ニ
固
ク
信
ス
ル

V
oorbeschikking.

同
上
ノ
�
；

預
メ
定
メ
固
ム

（『
波
留
麻
和
解
』

一
七
九
九
年
）

V
oorbeschikken.

前
以
て
そ
れ
な
り
に
片
付
る

V
oorbeschikking.

前
以
て
の
世
話

過
去
の
因
縁

（『
道
訳
法
児
馬
』

一
八
三
三
年
）

右
を
参
考
に
す
る
と
、
病
因
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
素
因
」
は
「
以
前

か
ら
の
原
因
」
と
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
司
馬
氏
と
緒
方
氏
は
両
者

と
も
に
蘭
学
者
で
あ
る
た
め
、「voorbeschiktheid

/
voorbeschikking

」

の
訳
語
と
し
て
「
素
因
」
を
導
入
し
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
執
筆
年
代
が
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
以
前
、
緒
方
氏
の
処
女
作
と

さ
れ
て
い
る
『
病
学
通
論
』
に
お
い
て
も
「
素
因
」
の
使
用
が
判
明
し
た
。
こ

れ
も
今
回
の
考
察
で
見
つ
か
っ
た
用
例
の
う
ち
時
期
的
に
最
も
早
い
も
の
で
あ

る
。「
病
ノ
素
因
」
に
つ
い
て
は
、「
諸
病
又
男
女
禀
賦
、
体
質
、
年
齢
、
衣
食
、

生
産
等
ニ
準
フ
ノ
區
別
ア
リ
」
と
い
う
説
明
が
も
る
。
こ
れ
は
現
代
病
理
学
に

お
け
る
「
年
齢
素
因
」「
性
別
素
因
」
な
ど
に
該
当
す
る
。
上
記
で
は
、「
素
因
」

に
よ
っ
て
、
人
間
そ
れ
ぞ
れ
の
「
あ
る
病
気
に
対
し
て
の
か
か
り
や
す
さ
」
が

異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
素
因
」は
原
因
を
さ
す
こ
と
も
で
き
、「
素
因
」

に
よ
る
結
果
「
あ
る
病
気
に
か
か
り
や
す
い
」「
あ
る
病
気
と
因
縁
が
あ
る
」

こ
と
を
さ
す
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
独
特
な
意
味
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。

諸
病
又
男
女
禀
賦
、
體
質
、
年
齢
、
衣
食
、
生
産
等
ニ
準
テ
ノ
區
別
ア
リ

亦
察
病
施
治
必
究
ノ
要
務
ナ
リ
。
然
ト
モ
是
多
ク
ハ
病
ノ
素
因
ニ
渉
ル
カ

故
ニ
病
因
編
ニ
論
載
ス

（『
病
学
通
論
』

年
代
不
詳
）

原
文
に
は
「
病
因
編
ニ
論
載
ス
」
と
あ
る
が
、
今
回
の
考
察
で
は
そ
の
「
病

因
編
」
の
部
分
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
部
分
に
お
け
る
「
素
因
」

に
つ
い
て
検
証
が
で
き
な
い
。
今
回
の
考
察
に
お
い
て
最
も
遺
憾
な
こ
と
で
あ

る
。さ

ら
に
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』に
よ
る
と
、
奥
山
虎
章
の『
医
語
類
聚
』（
一

八
七
二
）
に
は
英
語
「Predisposition

」
の
訳
語
と
し
て
「
素
因
」
が
見
え

る
。
実
際
に
、「predisposition

」
の
類
語
に
は
「disposition

」
が
あ
り
、

ド
イ
ツ
語
の
語
彙
で
も
あ
る
。「
素
因
／voorbeschiktheid

」
の
対
訳
に
該

当
し
、
前
掲
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
ド
イ
ツ
語
の
原
文
に
も
現
れ
て
い
る
。
ほ

か
に
、『
華
氏
内
科
摘
要
』（
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ル
ツ
ホ
ー
ル
ン
（H

enry

H
artshorne

）
著
、
桑
田
衡
平
訳

一
八
七
二
）
に
は
「
素
因
病
」
と
い
う

項
目
が
あ
り
、
そ
の
「
素
因
病
」
と
は
、
原
作
『Essentialsofthe

principles

and
practice

of
m
edicine

:
a
handbook

for
students

and

practitioners
』（H

enry
H
artshorne

1869

）
に
お
け
る
「D

iatheses
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（diathesis

）」
の
訳
語
で
あ
る
。
性
別
・
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
病
気
に

か
か
る
確
率
が
顕
著
に
違
う
こ
と
が
「
リ
ウ
マ
チ
」
な
ど
の
「
素
因
病
」
の
特

徴
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

『
和
英
語
林
集
成

三
版
』（Jam

es
Curtis

H
epburn

一
八
八
六
）
の

英
和
の
部
に
は
「D

IA
T
H
ESIS,n.Seishitsu;sho

soin

」
と
あ
り
、
辞
書

の
見
出
し
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
初
か
も
し
れ
な
い
。
国
語
辞
書
に
お
け
る
収

録
は
、
明
治
四
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
辞
林
』
が
（
４
）

あ
る
。
ま
た
、『
大
言
海
』

に
も
「
素
因
」
の
項
目
が
あ
り
、「
和
ノ
通
用
字
」
と
さ
れ
て
（
５
）

い
る
。
た
だ
し
、

「
素
因
」
の
医
学
用
語
と
し
て
の
意
味
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

二
・
二

中
国
語
に
お
い
て
は

同
じ
一
九
世
紀
に
著
さ
れ
た
『
西
醫
略
論
』（
合
信
（H

obson,Benjam
in

）

著

一
八
五
八
）
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

病
炎
有
內
外
多
少
新
舊
之
不
同
。
內
因
身
弱
瘰
瀝
疔
毒
。
外
因
跌
打
損
傷

或
風
濕
凍
瘃
之
類
。

此
處
病
名
髀
臼
証
。
十
五
歲
以
下
童
子
最
多
、
病
原
或
因
體
質
素
弱
或
因

跌
打
或
因
坐
臥
濕
地
。

（『
西
醫
略
論

中
篇
上
』
一
八
五
八
）

「
交
節
証
（
関
節
病
）」
の
章
節
を
例
に
し
て
、
病
因
に
つ
い
て
論
述
す
る
場

合
、
中
国
医
学
の
伝
統
的
な
「
三
（
６
）

因
論
」
に
従
っ
て
「
内
因
」
と
「
外
因
」
が

使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
西
醫
略
論
』
に
お
い
て
、
遺
伝
や
身
体
素
質
の

差
な
ど
先
天
的
素
因
を
表
現
す
る
場
合
に
は
、「（
因
）
體
質
素
弱
」
以
外
、
特

定
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。「
素
因
」
が
和
製
漢
語
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

一
方
、「
素
因
」
は
「predisposition

」
の
中
国
語
訳
と
し
て
『
英
華
大

（
７
）

辭
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
現
代
語
で

は「
傾
向
」「
体
質
」と
言
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
（
８
）

あ
る
。
ほ
か
に
、「diathesis

」

も
『
英
華
大
辭
典
』
に
「
易
感
某
病
性
質
、
病
之
素
因
、
易
感
性
、
易
於
沾
染

病
症
之
性
」と
あ
る
が
、
現
代
語
で
は「
素
質
」と
言
う
。
た
と
え
ば
、「gouty

diathesis

」「hem
orrhagic

diathesis

」
は
「
痛
風
素
質
」「
出
血
素
質
」
と

訳
さ
れ
る
。
実
際
に
、
日
本
語
で
「predisposition

」
を
「
傾
向
」「
体
質
」、

「diathesis

」
を
「
素
質
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
訳

語
の
う
ち
、
唯
一
「
素
因
」
だ
け
が
中
国
語
に
定
着
し
て
い
（
９
）

な
い
。

二
・
三

日
本
語
に
お
け
る
「
素
因
」
の
使
用

「
素
因
」
は
長
い
間
、
医
学
分
野
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
世
紀

末
期
か
ら
次
第
に
他
の
分
野
に
も
導
入
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
二
八
年（
一

八
九
五
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
学
』
に
は
、「
社
会
的
現
象
ノ
素
因
」
と

い
う
章
が
あ
り
、
明
治
二
九
年
（
二
八
九
六
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
欧
米
各
国
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株
式
会
社
要
解
』
に
は
、「
近
世
ニ
於
ケ
ル
株
式
会
社
拡
張
ノ
素
因
」
と
い
う

章
が
あ
る
。
内
容
か
ら
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
も
と
と
な
る
原
因
。
根
本
的
な

原
因
。」
の
意
味
か
と
思
（
１０
１１
）

わ
れ
る
。
し
か
し
、
主
に
医
学
分
野
で
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
今
日
に
至
っ
て
も
、「
素
因
」
の
使
用
例
は
医

学
関
係
の
も
の
が
八
割
近
く
で
（
１２
）

あ
る
。

三
、「
因
素
」
の
成
立

三
・
一

「
因
素
」
の
造
語

「
素
因
」
の
反
転
語
「
因
素
」
の
由
来
に
つ
い
て
、
従
来
「
素
因
」
が
中
国

側
で
反
転
さ
れ
た
造
語
と
い
う
説
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
考
察
で
、「
因
素
」

が
日
本
側
の
資
料
に
存
在
し
て
い
た
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
。
明
治
二
一
年
（
一

八
八
八
）
の
訳
書
『
経
済
範
論
』（
エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ヴ
レ
ー
著
、
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ダ
ブ
リ
ウ
・
ポ
ー
ラ
ー
ド
英
訳
、
エ
フ
・
ダ
ブ
リ
ウ
・
ト
ー
シ
ッ
グ
補
、

珍
田
捨
巳
等
重
訳
）
に
お
い
て
は
、「
諸
因
素
」
に
「
フ
ア
ク
ト
ア
ス
」
と
い

う
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。「（
諸
）
因
素
」
が
「factors

」
の
訳
語
と
し
て

登
場
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
自
然
」「
労
力
」「
資
本
」
が
「
生
産
ノ
三
大
因

素
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、「
素
因
」
と
関
係
が
あ
る
証

拠
は
な
い
。

フ
ア
ク
ト
ア
ス

「
第
二
編

生
産
ノ
諸
因
素
及
生
産
的
労
働
ヲ
論
ス
」

夫
レ
物
ヲ
生
ス
ル
ニ
ハ
自
然
、
勞
力
、
資
本
ノ
三
因
素
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ

（『
経
済
範
論

上
巻
』

一
八
八
八
）

ま
た
、「
因
素
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、『
哲
学
字
彙
』
な
ど
の
辞
書
に
示

さ
れ
て
い
る
「factor

」
の
訳
語
「
因
数
（
因
子
）」
と
「
要
素
」
に
よ
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
構
成
要
素
の
「
因
」
と
「
素
」
は
並
列
関
係

で
あ
る
。
実
際
に
、「
因
」
と
い
う
字
が
用
い
ら
れ
た
漢
語
「
因
果
」「
因
縁
」

「
因
業
」
な
ど
は
こ
の
種
の
も
の
が
多
い
。

三
・
二
「
因
素
」
の
類
語

そ
れ
以
前
に
、「
因
素
（factors

）」
の
こ
と
を
「
要
物
」（『
小
学
経
済
論
。

巻
之
１
』

城
谷
謙
編

一
八
八
一
）
や
「
必
要
件
」（『
経
済
原
論
』

天

野
為
之
著

一
八
八
六
）
な
ど
と
訳
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
以
降
は
「
要

素
」
が
主
流
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
記
『
経
済
範
論
』
の
原
文
に
対
す
る

翻
訳
は
、
ほ
か
に
、『
経
済
学
粋
』（
羅
貌
礼
（
エ
ミ
ル
・
ド
・
ラ
ブ
レ
イ
）
著
、

エ
ー
・
ダ
ブ
リ
ウ
・
ポ
ー
ラ
ー
ド
訳
、
牧
山
耕
平
重
訳

一
八
九
四
）
が
あ

り
、
そ
の
中
で
は
「
生
産
ノ
三
大
因
素
」
が
「
生
産
ノ
三
要
素
」
と
い
う
よ
う

に
重
訳
さ
れ
て
い
る
。「
因
素
」
が
「factor

」
の
訳
語
と
し
て
は
定
着
し
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
語
と
し
て
は
残
留
で
き
ず
、
今
日
に
至
っ

て
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
す
ら
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

辞
書
の
記
載
か
ら
み
る
と
、「
因
素
」
の
登
場
以
前
に
、「
要
素
」
と
い
う
語

が
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
し
た
通
り
、
訳
語
の
定
着
に
重
大
な
影
響
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を
与
え
る
『
哲
学
字
彙
』
に
は
「factor

」
の
訳
語
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
し
て
当
時
の
流
行
小
説
で
あ
っ
た
『
当
世
書
生
気
質
』
に
も
登
場
し
て
（
１３
）

い
る
。

こ
れ
も
「
因
素
」
が
日
本
で
定
着
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
多
数
と
は
言
え
な
い
が
、
当
時
「
因
素
」
が
採
用
さ
れ
た
例
も
あ

る
。
下
記
の
よ
う
に
、
経
済
学
に
限
ら
ず
、
社
会
学
や
政
治
学
分
野
の
著
作
に

も
そ
の
痕
跡
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
要
素

factor

」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
関
連
の
著
作
に
見
え
、
の
ち
に
中
国

側
の
語
彙
使
用
に
も
影
響
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

今
民
族
精
神
の
實
質
た
る
共
同
心
理
的
性
質
及
び
共
同
心
理
的
内
容
を
決

定
す
る
根
本
的
因
素
と
し
て
、
余
は
先
づ
民
族
の
人
権
的
成
分
或
は
要
素

と
地
理
的
境
遇
と
を
擧
げ
た
い
と
思
ふ
。

（『
民
族
心
理
講
話
』

米
田
庄
太
郎

一
九
一
七
）

ラ
ッ
ソ
ウ
と
ポ
ー
レ
―
―
従
つ
て
先
に
社
會
と
國
家
經
濟
と
を
併
せ
て
一

範
疇
と
し
た
こ
と
に
反
對
し
た
と
同
一
の
學
者
―
―
は
こ
の
両
因
素
が
獨

立
し
た
地
位
を
體
系
中
に
占
め
る
こ
と
を
一
般
に
否
定
せ
よ
う
と
す
る
。

（『
政
治
学
体
系
要
論
』
ル
ド
ル
フ
・
チ
エ
レ
ー
ン
著
、
岩
田
静
郎
訳

一
九
二
六
）

「
生
産
力
」
の
意
義
―
―
社
會
的
生
産
行
程
に
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
諸

力
―
―
労
働
力
、
技
術
（
機
械
）
力
、
自
然
力
―
―
物
的
生
産
力
と
人
的

生
産
力
―
―
生
産
力
構
成
の
一
因
素
と
し
て
の
自
然
力
―
―
労
働
の
み
が

「
す
べ
て
の
富
の
源
泉
」
で
は
な
い
…

（『
マ
ル
ク
ス
の
経
済
概
念
』
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ク
ノ
ー
著
、

社
会
科
学
研
究
会
法
制
研
究
会
訳

一
九
二
七
再
版
）

三
・
三

中
国
語
に
お
け
る
「
因
素
」
の
受
容

中
国
語
に
お
け
る
「
因
素
」
の
受
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
本
語
訳
と

中
国
語
訳
『
資
本
論
』
に
お
け
る
語
彙
の
使
用
を
検
証
し
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、

日
本
語
訳
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
に
出
版
さ
れ
た
高
畠
素
之
訳
版
、
中

国
語
訳
は
一
九
三
八
年
に
出
版
さ
れ
た
郭
大
力
・
王
亜
南
訳
版
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
す
る
。
日
本
語
で
「
因
子
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
部
分
に
、
中
国
語
で
は

「
因
素
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
場
合
が
見
え
る
。
中
国
語
版
の
二
人
の
訳
者
の
う

ち
、
王
氏
は
日
本
に
留
学
し
た
経
験
が
あ
り
、
留
学
期
間
中
は
大
量
の
マ
ル
ク

ス
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
語
一
般
に
お
い
て
は
主
流

な
言
葉
で
は
な
い
が
、
一
部
の
マ
ル
ク
ス
の
著
作
に
使
用
さ
れ
た
「
因
素
」
が

中
国
留
学
生
に
よ
っ
て
中
国
に
移
入
さ
れ
て
、
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

商
品
生
産
の
物
的
因
子
と
人
的
因
子
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
此
等

の
因
子
の
特
性
が
生
産
す
べ
き
物
品
言
ふ
迄
も
な
い
。

（『
資
本
論
第
二
巻
』
マ
ル
ク
ス
著
、
高
畠
素
之
訳

一
九
二
七
）
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那
就
是
商
品
生
產
之
人
的
因
素
和
物
的
因
素
。
這
種
因
素
、
當
然
要
具
有

與
所
產
物
品
種
類
相
適
應
的
特
性
。

（『
資
本
論
卷
２
』
郭
大
力
、
王
亞
南
訳

一
九
三
八
）

四
、「
素
因
」
と
「
因
素
」
の
関
係

四
・
一
「
素
因
」
と
「
因
素
」
は
同
義
語
な
の
か
？

上
記
の
考
察
に
よ
る
と
、
造
語
的
に
は
「
素
因
」
と
「
因
素
」
と
は
無
関
係

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
と
も
原
因
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
点
で
共
通
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
意
味
と
使
用
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
類
義
語
と

は
考
え
に
く
い
。
本
来
は
単
な
る
字
順
が
反
転
す
る
語
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、

一
部
の
日
本
語
に
お
い
て
「
素
因
」
が
使
わ
れ
た
場
面
で
、
中
国
語
で
は
「
因

素
」
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
病
理
学
の
概
念
と
し
て

中
国
語
の
「
年
龄
因
素
」「
人
种
因
素
」「
遗
传
（
性
）
因
素
」
が
日
本
語
の
「
年

齢
素
因
」「
人
種
素
因
」「
遺
伝
素
因
」
に
相
応
す
る
。
こ
の
現
象
を
根
拠
と
し

て
、「
詐
欺
」「
欺
詐
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
「
素
因
」「
因
素
」
が
同
義
関
係

に
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
疑
問
視
し
て
い

る
。ま

ず
、
日
本
語
に
お
け
る
「
素
因
」
は
基
本
的
に
病
因
の
う
ち
の
（
１４
）

内
因
を
さ

す
の
に
対
し
て
、
中
国
語
に
お
け
る
「
因
素
」
は
内
因
も
外
因
も
表
す
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
語
の
「
生
物
性
因
素
」「
化
学
性
因
素
」
な

ど
が
、
日
本
語
で
言
う
と
「
生
物
的
外
因
」「
化
学
的
外
因
」
と
（
１５
）

な
る
。

実
際
に
、
上
記
の
概
念
の
外
国
語
訳
が
明
記
さ
れ
た
病
理
学
の
著
作
が
多
数

存
在
す
る
。
大
正
十
年
の
『
近
世
歯
科
全
書
』
を
例
と
す
る
と
、「
外
因
」
に

「
化
学
的
病
因Chem

ical
Factors

」、「
細
菌
的
病
因
（
生
物
的
素
因
）

BacteriologicalFactors

」が
あ
り
、「
内
因
」に「
生
理
的
素
因Physiological

D
isposition

」「
病
的
素
因Pathological

D
isposition

」
と
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
下
位
分
類
に
「
人
種Race

」「
年
齢A

ge

」
と
「
遺
伝H

eredity

」

が
（
１６
）

あ
る
。
前
掲
で
「
素
因
」
が
「D

isposition

」、「
因
素
」
が
「Factors

」

の
訳
語
で
あ
る
こ
と
を
み
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
病
理
学
概
念
と
し
て
の

「Race

」「A
ge

」「H
eredity

」
が
、
現
代
日
本
語
の
よ
う
に
上
位
分
類
の

「
〜
素
因D

isposition

」
に
し
た
が
っ
て
「
人
種
素
因
」「
年
齢
素
因
」「
遺

伝
素
因
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
、
ま
た
は
、
中
国
語
の
よ
う
に
外
因
の
「
〜
因

素Factors

」
に
合
わ
せ
て
「
年
龄
因
素
」「
人
种
因
素
」「
遗
传
（
性
）
因
素
」

と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
道
理
に
か
な
う
。「
素
因
」
と
「
因
素
」
は
、

翻
訳
方
法
に
よ
っ
て
一
部
の
造
語
が
同
じ
意
味
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ

れ
自
体
は
決
し
て
同
義
語
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

四
・
二
「
素
因
」
が
中
国
語
に
定
着
し
な
い
理
由

前
掲
で
二
〇
世
紀
初
頭
に
「
素
因
」
が
「predisposition

」「diathesis

」

の
訳
語
と
し
て
『
英
華
大
辭
典
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
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「
因
素
」
と
違
っ
て
中
国
語
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
私
見
に
よ

れ
ば
、
分
野
の
制
約
と
反
転
語
の
法
則
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

政
治
学
や
社
会
学
な
ど
と
比
べ
る
と
、
医
学
、
と
り
わ
け
病
理
学
は
一
般
人

が
ふ
れ
る
機
会
が
少
な
い
学
問
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
国
で
は
近
代
医
学
の
発

展
が
比
較
的
遅
れ
て
い
た
た
め
、
術
語
の
定
着
も
遅
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

「
遺
伝
因
素
」
や
「
生
物
性
因
素
」
な
ど
の
術
語
の
使
用
は
、
お
そ
ら
く
「
因

素
」
と
い
う
語
が
定
着
し
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
、
仮
に
「
素
因
」

と
い
う
語
が
当
時
の
学
者
た
ち
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
中
国
語
と
し

て
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
因
素
」
の
方
が
よ
り
使
い
や
す
か
っ
た
と

見
ら
れ
る
。

ま
た
、
語
源
と
語
用
が
完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
、「
素
因
」

と
「
因
素
」
が
中
日
両
言
語
に
多
数
存
在
す
る
類
義
関
係
に
あ
る
反
転
語
だ
と

勘
違
い
す
る
確
率
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、「
素
因
」
の
語
構
成
に
つ

い
て
は
、「
も
と
の
原
因
」
で
は
な
く
、「
因
素
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
素
（
要

素
、
元
素
）」
と
「
因
（
因
子
、
原
因
）」
に
よ
る
並
列
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ

る
可
能
性
も
高
い
。
陳
愛
文
・
于
平
（
一
九
七
九
）
で
は
、
類
義
的
あ
る
い
は

対
義
的
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
た
複
合
語
に
お
い
て
、
意
味
上
か
ら
原
因
が
探

し
出
せ
な
い
場
合
、
二
つ
の
字
は
声
調
（
（
１７
）

四
声
）
の
順
に
な
ら
ぶ
傾
向
が
強
く
、

そ
の
比
率
は
常
用
三
〇
〇
〇
語
の
お
よ
そ
八
割
に
お
よ
ぶ
と
（
１８
）

い
う
。
そ
れ
に
よ

る
と
、「
素
」（
去
声
）
と
「
因
」（
平
声
、
陰
平
）
は
、「
素
因
」（
去＜

平
）

よ
り「
因
素
」（
平＞

去
）の
順
に
並
ぶ
ほ
う
が
、
中
国
語
と
し
て
自
然
で
、「
因

素
」
を
「
素
因
」
に
替
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、「
素
因
」
は
中
国
語
に
定
着
す
る
可
能
性
が
低
い
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
は
、
反
転
語
「
素
因
」
と
「
因
素
」
の
語
源
や
歴
史
に
つ
い
て
考
察
し

た
。「
素
因
」
は
、
江
戸
末
期
に
「
も
と
か
ら
の
原
因
」、「
因
縁
」
を
意
味
す

る
オ
ラ
ン
ダ
語「voorbeschiktheid

」な
ど
を
訳
す
た
め
に
、
蘭
学
者
に
よ
っ

て
造
語
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
素
」
が
「
も
と
よ
り
」
を
意
味
し
、「
因
」
が

「
原
因
、
因
縁
」
を
表
す
。「
素
因
」
は
外
部
の
要
素
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る

「
誘
因
」
と
相
対
し
て
、
物
事
の
内
部
の
固
有
の
性
質
に
よ
っ
て
自
発
す
る
原

因
を
示
し
、
最
初
は
医
学
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
始
め
た
。
ま
た
、
そ
の
内
的

原
因
に
よ
っ
て
、
あ
る
病
気
に
対
し
て
か
か
り
や
す
い
性
質
を
表
す
こ
と
も

あ
っ
た
。
明
治
以
降
、
医
学
以
外
の
分
野
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
根

本
的
な
原
因
」
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
と
め
る
と
、「
素
因
」
は
以
下
の

三
つ
の
意
味
に
細
分
さ
れ
る
。

（
一
）「（
誘
因
に
対
し
て
）
も
と
か
ら
の
原
因
。
内
因
。internal

cause

、

（pre

）disposition

」

（
二
）「
あ
る
病
気
に
対
し
て
か
か
り
や
す
い
性
質
、
体
質
。diathesis/

（pre

）disposition

」

（
三
）「
も
と
と
な
る
原
因
、
主
因
。prim

e
cause

」

一
方
、「
因
素
」
は
、
最
初
は
『
経
済
範
論
』
な
ど
の
訳
書
で
「factor

（
要

素
）」
の
訳
語
と
し
て
造
語
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
語
に
お
い
て
は
語
と
し
て
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定
着
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
中
国
語
に
移
入
さ
れ
、「
原
因
」「
要
素
」

の
意
味
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
素
因
」
と
造
語
的
に
は

無
関
係
で
あ
る

「
素
因
」
と
「
因
素
」
は
両
者
と
も
「
原
因
」
の
意
味
を
示
す
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
用
い
ら
れ
て
同
一
の
概
念
を
表
す
場
合
も
あ
る
が
、
語
構

成
的
に
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
同
義
語
で
は
な
い
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、「
因
素
」が
日
本
語
に
残
ら
な
か
っ
た
原
因
、「
因
素
」

が
中
国
に
移
入
さ
れ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
多
く
、
両
者
の
語
源
に
つ
い
て
も
ま
だ
考
察
す
る
余
地
が
あ
る
。
今
後

は
未
解
明
の
資
料
を
丁
寧
に
調
査
し
、
さ
ら
に
研
究
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

注
（
１
）
こ
の
類
の
漢
語
の
呼
称
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。「
反
転
語
」
以
外
に

は
、「
逆
字
順
二
字
漢
語
」（
鈴
木
丹
士
郎

二
〇
一
一
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
『
七
新
薬

下
』、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
刊

（
３
）
「
素
因
「
の
解
説
（
２
）
に
は
「
あ
る
病
気
に
対
し
て
か
か
り
や
す
い

素
質
。
年
齢
・
人
種
・
性
別
な
ど
に
よ
る
一
般
的
素
因
と
、
特
異
体
質
・

滲
出
性
体
質
な
ど
個
人
に
み
ら
れ
る
病
的
な
個
人
的
素
因
と
に
分
け
ら
れ

る
。」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）

（
４
）
「
其
結
果
を
来
た
す
原
因
の
中
に
、
最
も
も
と
と
な
る
も
の
。」（『
辞
林
』、

一
九
〇
七
）

（
５
）
「
其
結
果
ヲ
来
ス
原
因
ノ
中
ニ
テ
、
最
モ
も
と
ト
ナ
ル
モ
ノ
。
正
因
。

主
因
。」（『
大
言
海
』、
一
九
三
二
）

（
６
）
「
三
因
」
と
は
、「
内
因
」、「
外
因
」、「
不
内
外
因
」
で
あ
り
、
宋
・
陳

言
の
『
三
因
極
一
病
證
方
論
』
に
は
「
然
六
淫
天
之
常
气
、
冒
之
则
先
自

经
络
流
入
、
内
合
于
脏
腑
、
为
外
所
因
。
七
情
人
之
常
性
、
动
之
则
先
自

脏
腑
郁
发
、
外
形
于
肢
体
、
为
内
所
因
。
其
如
饮
食
饥
饱
、
叫
呼
伤
气
、

尽
神
度
量
、
疲
极
筋
力
、
阴
�
违
逆
、
乃
至
虎
狼
毒
虫
、
金
疮
踒
圻
、
疰

忤
附
着
、
畏
压
溺
等
、
有
背
常
理
、
为
不
内
外
因
。」
と
あ
る
。

（
７
）
原
名：

英
華
大
辭
典

A
n
English

and
Chinese

Standard
D
ictionary

（
顏
惠
慶
、
一
九
〇
八
）

（
８
）
「
倾
向；

癖
性；

（
易
患
某
种
病
的
）
体
质
」（『
牛
津
高
阶
英
�
双
解

词
典

第
七
版
』、
二
〇
〇
九
）

（
９
）
『
英
�
医
学
词
典
』（
上
海
科
学
技
�
出
版
社
）
と
『
医
学
英
和
辞
典
』

（
研
究
社
）
を
参
照
し
た
。

（
１０
）
「
凡
そ
人
間
社
會
に
顯
る
ヽ
所
の
現
象
は
之
れ
が
素
因
を
分
て
二
種
と

す
一
は
人
間
固
有
の
性
質
に
在
る
も
の
今
一
は
人
間
所
在
の
境
遇
に
存
在

す
る
も
の
な
り
」（『
社
会
学
』、
辰
巳
小
次
郎
述
、
一
八
九
五
）

（
１１
）
「
大
資
本
ノ
需
要
ハ
既
ニ
多
數
ノ
株
式
會
社
設
立
ノ
素
因
タ
ラ
サ
ル
�

判
然
タ
リ
」（『
欧
米
各
国
株
式
会
社
要
解
』、
草
鹿
丁
卯
次
郎
、
一
八
九

六
）

（
１２
）
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
を
使
っ
て
「
素
因
」
の
用
例
を

検
索
し
た
結
果
、
総
数
六
一
例
の
う
ち
、
医
学
関
係
の
用
例
は
四
八
例
で

あ
る
。

（
１３
）
「
彼
の
色
恋
の
道
な
ん
ど
も
此
世
の
中
に
は
必
要
な
る
、
一
箇
（
ひ
と

つ
）
の
要
素
（
エ
ウ
ソ
）
で
そ
ろ
盤
外
、
思
案
の
外
な
る
恋
あ
る
ゆ
ゑ
」

（『
当
世
書
生
気
質
』
十
四
、
坪
内
逍
遙
、
一
八
八
五
―
八
六
）

（
１４
）
「
病
気
の
原
因
を
内
因
と
外
因
に
分
け
て
考
え
た
場
合
、
内
因
の
う
ち
、

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
備
わ
っ
て
い
る
あ
る
疾
病
に
対
し
特
別
な
感
受
性
を

有
す
る
状
態
を
い
う
。」（『
南
山
堂
医
学
大
辞
典
』、
二
〇
一
五
）
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（
１５
）
『
新
病
理
学
総
論
』（
日
本
医
事
新
報
社
、
二
〇
〇
八
）
と
『
病
理
学
基

础
』（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
参
照

（
１６
）
ほ
か
に
、
外
因
に
「
栄
養
障
害N

utritional
D
isturbance

」「
理
学

的
病
因

PhysicalFactors

」
が
あ
り
、
内
因
に
「
免
疫Im

m
unity

」

が
あ
っ
て
、「
生
理
的
素
因
」
に
「
性Sex

」「
組
織
及
臓
器
素
因T

issue
or
O
rgan

」
が
あ
り
、「
病
的
素
因
」
に
「
体
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二
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い
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双
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